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はじめに 
本ガイドラインは、一般社団法人 日本自動車工業会(以下自工会と略す) 電子情報委員会 ビジネスシステム部会

Ｗｅｂ-ＥＤＩ-ＷＧと社団法人 日本自動車部品工業会(以下部工会と略す) 電子情報化委員会 ＥＤＩ部会幹事会

が協同して、日本自動車産業界としてＷｅｂ-ＥＤＩシステムを構築/運用する際に望ましい事項について標準とし

て定めたものである。 

 

＜背景＞ 

① Ｗｅｂ-ＥＤＩの普及により、受注者側で社内の受注・生産管理システムへＥＤＩデータを連携させる際に人

手を要するようになった。Ｗｅｂ-ＥＤＩの仕様によっては、受注者側の受注・生産管理システムにデータを

手入力せざるを得ない場合も見受けられ、Ｗｅｂ-ＥＤＩにおいてもＥＤＩデータの再利用を効率化すべく、

Ｗｅｂ-ＥＤＩシステムと受注者側システムとの自動連携機能の標準化の要望などがあがっている。 

② 平成２０年１２月に改訂された、素形材産業取引ガイドラインにおいて、独自仕様のＥＤＩによる取引を強

要した場合、下請代金支払遅延等防止法(下請法)に違反する恐れがあるので留意が必要であるという解釈が

追加された。 

 

＜注記＞ 

本ガイドラインで言うＷｅｂ-ＥＤＩとは、『ＪＡＭＡ･ＪＡＰＩＡ取引情報標準書』に定める業界標準メッセージ

の授受における新着通知、データ授受の方法および授受されるデータの様式とシステムの運用に関わる要件を指し、

個々の業務運用に関わるＷｅｂ画面のレイアウトや操作については対象としない。 

ファイル転送型ＥＤＩを提供せずＷｅｂ-ＥＤＩのみを提供する場合、Ｗｅｂ-ＥＤＩにはデータファイルをダウ

ンロード・アップロードできる機能を提供できることとする。 

 

詳細は、‘２．ガイドラインの対象範囲’を参照。 
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1. ガイドラインの目的・適用 

＜目的＞ 
発注者に対して標準装備すべき各種機能を推奨提示することにより、Ｗｅｂ-ＥＤＩの品質を確保し、受注者の標

準化要望に応えていく。 
 

＜適用＞ 

自工会･部工会は、ガイドライン策定の目的を達成するために、Ｗｅｂ-ＥＤＩシステムを自社にて開発／運営す

る場合に、本ガイドラインに沿い対応することを推奨する。 

また、Ｗｅｂ-ＥＤＩをＡＳＰ／ＳａａＳ事業社に委託する場合においても、ＡＳＰ／ＳａａＳ事業社が提供する

システムおよびサービスが、本ガイドラインに即した機能を提供されているかを確認することを推奨する。 

既に導入されているＷｅｂ-ＥＤＩシステムに対し 本ガイドライン準拠を即座には求めるものではないが、新た

にＷｅｂ-ＥＤＩシステムを導入する場合 ならびに 既存システムの機能拡張やバージョンアップなどを行う際に

は、本ガイドライン推奨機能を装備することを推奨する。 
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図：Ｗｅｂ－ＥＤＩガイドラインの対象範囲 

2. ガイドラインの対象範囲 

Ｗｅｂ-ＥＤＩを用いた本ガイドラインの対象範囲を、下図の破線で示す。 

 ※ 下図は、発注者がＡＳＰ/ＳａａＳ事業者にＷｅｂ-ＥＤＩサービスを委託している場合を示す。 

委託していない場合は、Ｗｅｂ－ＥＤＩサーバを発注者で管理している。 

 

＜対象範囲＞ 

• Ｗｅｂ技術を用いたＥＤＩでのデータ送受信について対象とする。 

サーバ利用･バッチ処理でのファイル転送型ＥＤＩについては、対象外である。 

• 発注者が、Ｗｅｂ-ＥＤＩサーバを設置した場合 ならびに ＡＳＰ/ＳａａＳ事業者のＷｅｂ-ＥＤＩサービス

を受ける場合の双方を対象とする。 

• 新着確認、データ授受の方法および授受されるデータの様式とシステムの運用に関わる要件を標準として定め

るが、個々の業務運用に関わるＷｅｂ画面のレイアウトや操作については定義しない。 

• ＸＭＬは、現在標準が明確化されていないが、別で定める自工会・部工会の結論を以って推奨する。 
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3. データ授受基本要件 

3.1 新着確認について 
受信者への新着データファイル通知はファイルダウンロード以前に確認できること。(例、ログイン直後の

画面で新着マークを表示する など) 

 

定期的にデータファイルの授受がないことも想定し、データファイルの新着はＷｅｂ-ＥＤＩにログインし

なくても確認できことを推奨する。(例、メールでの通知 など)。 ただし、メール等を用いて通知する場合は、

メール内にデータファイルの内容については記載しない事が望ましい。 

 

新着データファイルの通知タイミングについては、データファイルが新着してから３０分以内に通知できる

事が望ましい。 
 

3.2 ダウンロードについて 
3.2.1. ファイルダウンロード状況確認 

受信者・発信者がデータファイルのダウンロードの状況を確認する方法として、Ｗｅｂインターフ

ェイスでダウンロード状況を確認する機能を提供すること。 この機能をＷｅｂインターフェイスで提

供しない場合、なんらかの代替手段を提供すること。 
 

3.2.2. ファイル再ダウンロード 

受信者がダウンロードしたデータファイルが何らかの理由で再度必要となった場合、受信者側の作

業のみで再ダウンロードができること。 この機能を提供しない場合、受信者側からの依頼に基づき迅

速に再ダウンロードできること。 

 

受注者による再ダウンロード機能は、以下が実施できること。 

・データファイルダウンロード機能で作成したデータファイルの単位で再ダウンロードできるこ

と。 

・Ｗｅｂインターフェイスで、再ダウンロードが必要なデータファイルを検索できること。 

・Ｗｅｂインターフェイスで、再ダウンロードが必要なデータファイルを指定できること。 

・再ダウンロード実施環境においては、「通常ダウンロードとは異なる手順を設ける」「再ダウン

ロード画面を設ける」などの“再ダウンロード”である事を受信者側が認識できる環境を提供

すること。 

・データファイルの再ダウンロード実施後には、どのデータファイルが再ダウンロードされたの

かを識別できること。 この際、ダウンロード実施回数も表示させることが望ましい。 
これらの機能を提供しない場合、なんらかの代替手段を設けること。 
 

3.2.3. ファイル自動ダウンロード機能 

ファイル転送型ＥＤＩを提供せずＷｅｂ-ＥＤＩのみを提供する場合、Ｗｅｂ-ＥＤＩにはデータフ

ァイルを自動ダウンロードできる機能も提供できること。 なお、ダウンロードのタイミングはユーザ

ーの任意指定とする。 

※ “自動”ダウンロードとは、手の入出力操作を合理化するためコマンド発行などによりプログラ
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ムから自動でファイル授受を可能にする機能を指す。 
 

3.3 アップロードについて 
3.3.1. ファイルアップロード状況確認 

データファイルのアップロード機能を提供する場合、アップロード状況（正常終了、エラーを含む）

を送信者が確認する機能を提供すること。 特に、データファイルアップロード時にエラーが発生した

際には、エラーを検知し、送信者に通知できること。 この際、アップロード時のエラーをメールでも

通知できることが望ましい。 
 
アップロード時のエラー内容が、通信エラーやデータ形式エラーの場合は、エラーの理由やファイ

ル中の不正箇所を通知できることが望ましい。  
 

3.3.2. ファイル再アップロード 

データファイルアップロード時にエラーが発生した場合、ファイル全体をエラーにすること。 ま

た、データファイル再送にあたっては、エラーファイルはいったん削除し、不正部分を修正したデータ

ファイル全体を再送してリカバリできること。 
 

3.3.3. ファイル自動アップロード機能 

ファイル転送型ＥＤＩを提供せずＷｅｂ-ＥＤＩのみを提供する場合、Ｗｅｂ-ＥＤＩにはデータファ

イルを自動アップロードできる機能も提供することを推奨する。 なお、アップロードのタイミングは

ユーザーの任意指定とする。 
※ “自動”アップロードとは、手の入出力操作を合理化するためコマンド発行などによりプログラ

ムから自動でファイル授受を可能にする機能を指す。 
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4. 授受ファイル要件 

4.1 ファイル名 
ファイル名は、基本的に英数字であること｡ 
 

4.2 ファイルの授受単位 
4.2.1. ファイル受信（ダウンロード）の単位 

データファイルを受信(ダウンロード)させる場合、情報種×1 種、レコード×ｎ件をまとめた情報

種毎の新着データファイルを一回でダウンロードできること。 
（例）   

ファイル 情報区分 データ 

伝送ファイル 内示情報 データ１（レコード１） 

    データ２（レコード２） 

    データ３（レコード３） 

  
 さらに、情報種×ｍ種、レコード×ｎ件をまとめた複数種新着データファイルの一括ダウンロー

ドもできることを推奨する。 
（例） 

ファイル 情報区分 データ 

伝送ファイル 内示情報（１ケ目） レコードｎ件 

  納入指示情報（１ケ目） レコードｎ件 

  内示情報（２ケ目） レコードｎ件 

  納入指示情報（２ケ目） レコードｎ件 

  納入指示情報（３ケ目） レコードｎ件 

  内示情報（３ケ目） レコードｎ件 

 
4.2.2. ファイル送信（アップロード）の単位 

データファイルを送信(アップロード)する場合、1情報種複数レコードのデータファイルをアップ

ロードできること。 

 

『ＪＡＭＡ･ＪＡＰＩＡ取引情報標準書』では、バックエンドシステムでデータ処理単位毎に生成

された元のデータファイルを複数に分割してＥＤＩ送信することを認めているが、Ｗｅｂ-ＥＤＩで

のデータファイルのアップロード単位は、バックエンドシステムのデータ処理単位で完結し送信す

ることとし、情報種×１種、レコードｎ件の１データファイルにまとめてアップロードすること｡ 

この際、データ処理単位でのデータの完全性を送信側で保証すること｡ 

 

送信側の都合でデータ処理単位を分割してＷｅｂにアップロードする場合（例：配信準備できたデ

ータから随時Ｗｅｂにアップロード）、同一処理単位の全データがアップロード完了するまで、受信

側がデータファイルをダウンロードできないようにすることを推奨する｡  この際、送信者がアッ

プロード中である事が受信者側で認識できるようにすることを推奨する。 
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4.3 ファイル形式 
ファイル形式は、ＪＡＭＡ･ＪＡＰＩＡ標準ＥＤＩＦＡＣＴ形式を標準とするが、受発注者間の協議に

よりＣＳＶ形式も考慮することを推奨する。 

※ 自動車業界標準ＸＭＬファイル形式は、２０１１年４月に策定完了の予定。 

それまでの間にＸＭＬ形式のデータファイルを使用する場合は、他の国際標準に準拠したＸＭＬフ

ァイル形式とすること。 
・  

4.3.1. ＥＤＩＦＡＣＴ形式 

ＥＤＩＦＡＣＴ形式のデータファイルを提供する場合、情報種（ビジネスドキュメント名称）とデ

ータ項目定義（名称、桁数、タイプ、必須／任意）などのシンタックスルールの仕様基準及び交換

構造は、ＪＡＭＡ･ＪＡＰＩＡ標準に準拠すること。  

※ 詳細は『ＪＡＭＡ･ＪＡＰＩＡ取引情報標準書』及び『ＪＡＭＡ・ＪＡＰＩＡ ＥＤＩＦＡＣＴ

導入ガイドライン』の最新版を参照のこと。 

 

4.3.2. ＣＳＶ形式 

ＣＳＶ形式のデータファイルで使用する文字コードはＳ-ＪＩＳコードを推奨する。Ｓ-ＪＩＳコー

ドを使用しない場合は、同一ファイルでのコード体系の混在はさけること。 

また、ＣＳＶ形式のデータファイル内においては、カンマ、ダブルクォートなど制御文字が混在し

ないように配慮することを推奨する｡ データ中に、カンマ、ダブルクォートなどの制御文字を混在

させざるを得ない場合は、全項目をダブルクォート括りにするなどの対処をすること。 

 

ＣＳＶ形式ファイルにおける各項目の並びはＪＡＭＡ・ＪＡＰＩＡ／ＥＤＩＦＡＣＴ標準シンタッ

クスルールの順序に従い、繰り返し項目がある場合は最大数まで全て充当することが望ましい。 Ｊ

ＡＭＡ・ＪＡＰＩＡ／ＥＤＩＦＡＣＴ標準シンタックスルールの順序に従わない場合は、事前にデ

ータファイル送受信の当事者間でデータフォーマットを合意すること。 

 

1 情報種複数レコードのＣＳＶ形式データファイルにおいては、ヘッダー・データの２種類のレコ

ードから構成されることが望ましい。 また、ヘッダー情報を不要とするケースも想定し、ＣＳＶ

形式データファイル受信(ダウンロード)の際には、ヘッダー有無を指定可能にすることが望ましい。 

 

1 情報種複数レコードのＣＳＶ形式データファイルを使用することが望ましいが、複数情報種複数

レコードのＣＳＶ形式データファイルを使用せざるをえない場合においては、ヘッダー・データ・

トレーラの３種類のレコードから構成されることが望ましい。 
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5. Web-ＥＤＩ運用環境要件 

5.1 Ｗｅｂ-ＥＤＩ運用環境 
5.1.1. ネットワーク 

Ｗｅｂ-ＥＤＩへの接続回線はＪＮＸであることを基本とする。  

 

ただし、受注者側でＪＮＸでの接続が不可の場合は、以下の対処をすること。 

・接続回線は、ダイアルアップ、専用線による接続、ＡＤＳＬや光ケーブルによる常時接続などの一

般的な接続方法であること。 

・ネットワークのプロトコルはＴＣＰ／ＩＰを推奨する。 

・ＳＳＬの実装などのセキュリティを考慮すること。 
 

5.1.2. 使用するブラウザ 

現在市場には多種のブラウザがあり、ＨＴＭＬのブラウズやその他プラグインの機能を実現するにあ

たり、製品ごとに若干仕様が異なる部分が存在する。また同じ製品であっても、バージョンにより実装

されている機能が異なっていたり、特定のＯＳでのみ稼動するブラウザも存在する。これらを考慮し、

ＩＥなどの一般的に普及しているブラウザの使用を前提としたＷｅｂ-ＥＤＩを設計すること。 

 
5.1.3. ＯＳ・ブラウザのバージョンアップ対応 

新規にＷｅｂ-ＥＤＩを構築した際には、その段階で対応できるブラウザやそのバージョンなどを明確

にしておくこと。ＯＳやブラウザのバージョンアップが発生した場合、新しいバージョンでＷｅｂ-ＥＤ

Ｉを利用した際に不具合が発生しないかテストを行い、対応可能リストなどでユーザーに連絡すること

を推奨する。 

 

最新版のテストと対応を行うことはＷｅｂ-ＥＤＩ提供側にとってはコスト面など難しいことも多い。

できるだけＨＴＭＬの標準に従い、プラグインなど特殊な機能を用いないＷｅｂ-ＥＤＩを構築すること

で、ＯＳやブラウザのバージョンアップ時に問題が生じにくいシステムにすることができる。 
 

5.2 その他Ｗｅｂ-ＥＤＩ運用時の注意点 
Ｗｅｂ-ＥＤＩを運用する際は、発注者及び受注者の不利益が発生しない様、以下の点について双方で認識

し、覚書などで補完しておくことを推奨する。 

 

5.2.1. セキュリティ 

Ｗｅｂ-ＥＤＩで交換されるデータの重要性を十分考慮し、セキュリティを維持する為の運用ルールを

合意することを推奨する。 

（例）通信の暗号化、不正アクセスに対する対策、発注者企業・受注者企業の双方側のなりすましに

対する対策、等 

 
5.2.2. データ保存期間 

 Ｗｅｂ-ＥＤＩ内にデータを保存しておく期間について合意することを推奨する。 
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5.2.3. 問合せ先の掲載方法 

 Ｗｅｂ-ＥＤＩのトップ画面などに問合せ先を掲示すること。 
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6. 改訂について 

記述内容につき問題点、或いは補足が必要な事項が生じた際は、システム導入前に自工会・部工会に打診くださ

い。自工会・部工会で協議のもと、標準の改訂の必然性が認められれば、随時本ガイドラインの修正対応を致しま

す。 

※本ガイドラインに関する、問い合わせや改訂要望の手続きに関しては、『ＪＡＭＡ・ＪＡＰＩＡ ＥＤＩ－標準

ガイドライン維持・管理規則』の最新版を参照のこと。 
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7. 付録 A： Web アプリとしての追加機能 

7.1 帳票印刷機能 
注文書・現品票／かんばん・納品書・受領書・支給書などの帳票のＰＤＦなどによる印刷機能を備えること。

また、現品票／かんばん・納品書・受領書・支給書のイメージはＪＡＭＡ・ＪＡＰＩＡ標準に準拠することを推

奨する。 

※ 各帳票のイメージの詳細は『ＪＡＭＡ･ＪＡＰＩＡ－ＥＤＩ 標準帳票ガイドライン』の最新版を確認の

こと。 

 
7.2 帳票印刷順序指定機能 

帳票のＰＤＦなどのイメージデータをダウンロードする際、出力順を受信者側でも指定可能とし、（工区・

出荷場単位など）受信者が指定する単位で伝票発行が可能となる機能を備えていることを推奨する。 

 

7.3 受信データファイルのＣＳＶ形式への変換機能 
受信者が受信したデータをバックエンドシステム（自社システム）に手入力する事などを想定し、受信した

ＥＤＩＦＡＣＴ形式データファイルの内容をＣＳＶファイルで出力する機能も備えていることが望ましい。 
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8. 付録 B： ＪＡＭＡ・ＪＡＰＩＡ Ｗｅｂ-ＥＤＩチェックシート 

※ お手数をお掛け致しますが、本チェックシートの白紙及び記入例は、別途ダウンロード下さい。 
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（附表）JAMA・JAPIA Web-ＥＤＩ標準検討委員 
 
一般社団法人 日本自動車工業会 

月原 晶 Ｗｅｂ_ＥＤＩ-ＷＧ 主査（日産） 

大森 基次 Ｗｅｂ_ＥＤＩ-ＷＧ 委員（スバル） 

鏡原 隆司 Ｗｅｂ_ＥＤＩ-ＷＧ 委員（ホンダ） 

中森 秀政 Ｗｅｂ_ＥＤＩ-ＷＧ 委員（トヨタ） 

 

社団法人 日本自動車部品工業会 

永井 健一郎 ＥＤＩ部会幹事会 代表幹事（デンソー） 

岡田 陽丞 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（カルソニックカンセイ） 

五十幡 宏司 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（ボッシュ） 

坂大 一夫 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（ＮＯＫ） 

片山 義晴 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（小糸製作所） 

山村 健二 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（東海理化） 

大辻 京太郎 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（豊田合成） 

山本 浩一 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（ハイレックスコーポレーション） 

林 良成 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（日立ＡＭＳ） 

菱沼 正 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（ミツバ） 

藤本 直 ＥＤＩ部会幹事会 幹事（デンソー） 

牧野 成憲 ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ(ＥＤＩ部会部会長) （デンソー） 
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連絡先：一般社団法人 日本自動車工業会 総務統括部 電子情報システム担当 
 

〒105-0012 東京都港区芝大門一丁目１番３０号 日本自動車会館 
TEL：03-5405-6130      FAX：03-5405-6136 

 


